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ABSTRACT

A DOS-based personal computer under TCP/IP network environinentis introduced 

as a d r iv e r fo r  new touch-term ina l console at the KEK Linac. Remote execution 

commands are in s ta lle d  to u t i l i z e  resources o f workstations. Some too ls, fo r  

example drawing o f touch-sensitive a reas， have been developed fo r  eas ie r mainte­

nance o f the new system.

T C P / I P 環 境 下 で の パ ソ コ ン を 利 用 し た 操 作 系 の 開 発

1 . はじめに
K E K — L i n a c では、 以 前 か ら F M 1 1 を 利 用 し た 夕 ッ チ パ ネ ル 操 作 系 を 利 用 し て  

きた。 タ ッ チ パ ネ ル 画 面 は L i n  a  c の 進 歩 • 改 良 に 応 じ で 変 更 さ れ る も の で あ る が 、 F 

M l 1 で の ソ フ 卜 開 発 環 境 が 昨 今 の パ ソ コ ン に 比 べ 見 劣 り し 、 ま た F M 1 1 の将来の保守 
に 不 安 が 出 て き た 。 こ れ を 機 会 に 新 し い シ ス テ ム を 開 発 し た 。

K E K — L i n a c で は 制 御 系 全 体 の 置 き 換 え を 検 討 し て い る が 、 新 夕 ッ チ パ ネ ル シ ス  
テ ム で も 次 期 制 御 系 で 使 用 す る T C P / I  P プ ロ 卜 コ ル を 採 用 し た 。 パ ソ コ ンからワーク 
ス テ ー シ ョ ン の プ ロ グ ラ ム を リ モ ー ト 起 動 し た り 、 ソ ケ ッ ト 通 信 （デ ー タ 交 換 ） を行うな 
ど し て L i n  a c を 制 御 し て い る 。 また、 タ ッ チ 領 域 の 処 理 を 行 う 標 準 t  o o 1 を開発し 
て、 操 作 画 面 の 保 守 • 更 新 を 楽 に し た 。

2 . 新 シ ス テ ム の 説 明
2 . 1 新 シ ス テ ム の ハ ー ド  
a ) ハ 一 ド ウ ヱ ア /  O S を、 
b ) 夕 ッ チ ス ク リ ー ン の 代 わ  

開 発 中 ）。 将来はマ ウ ス か ス ク  
c )  E t h e r n e t  ( T C  

の リ モ ー ト コ マ ン ド （r s h ,

ウ ェ ア （図 1 参 照 ）
F M 1 1 / 0  S 9 > 6 P C  9 8 0 1 / M S  D 0 S に 変 え た £ 

り に マ ウ ス を 採 用 し た （タ ッ チ ス ク リ ー ン 処 理 ル ー チ ン は  
リ ー ン の い ず れ か ま た は 両 方 を 選 択 す る 方 式 に な る 。 
P / I P ) を 装 備 さ せ 、 パ ソ コ ン 側 か ら B S D — U N I X 

r e p 等 ） で ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の ブ ロ グ ラ ム が リ モ ー ト  
起 動 で き る よ う に 整 備 し た 。 こ れに伴い、 前 シ ス テ ム で は ホ ス ト 計 算 機 に 常 駐 さ せ た 処 理  
プ ロ グ ラ ム を 、 新 シ ス テ ム で は パ ソ コ ン か ら の 要 求 に 応 じ て 毎 回 リ モ ー 卜 起 動 一  > 終了す 
る よ う に 変 更 し た 。 また、 連 続 的 に デ ー タ を 交 換 す る 場 合 の た め に 、
夕 交 換 1〉を サ ポ ー ト し た （前 シ ス テ ム で は ホ ス ト 計 算 機 と の 接 続 は R 

d ) パ ソ コ ン か ら ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の デ ィ ス ク を N F S マウント 
で 同 じ 運 転 プ ロ グ ラ ム を 共 有 さ せ た 。

2.  2 新 シ ス テ ム の ソ フ ト ウ ェ ア

ソケッ卜によるデ一  
S 2 3 2 C だ っ た ） <= 

し、 複数のパソコン



a ) 前 シ ス テ ム で は 画 面 の 表 示 • 夕 ッ チ 後 の 処 理 は C 言 語 で プ ロ グ ラ ミ ン グ さ れ て い た 。 
新 シ ス テ ム で は 画 面 作 成 t  o o 1 T _  t  z 1 o a  d 」 を 準備して、 領 域 定 義 フ ァ イ ル と デ  
一 夕 フ ァ イ ル （い ず れ も テ キ ス 卜 ） を 読 み 込 ん で 画 面 を 表 示 さ せ た （図 2 ) 。 また、 夕ッ 
チ （現 バ ー ジ ョ ン で は マ ウ ス ク リ ッ ク ） し た 時 の 処 理 t o o l 「― t  z s e 1 」 を開発し、 
夕 ッ チ し た 領 域 に 対 応 す る e x i t コ ー ド を D O S に 戻 す よ う に し た 。 夕 ッ チ 後 の 処 理 は 、 
も っ ぱ ら r  s h で ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の プ ロ グ ラ ム を リ モ ー ト 起 動 す る こ と で 行 っ て い る 。

b ) 新 シ ス テ ム で は 、 1 画 面 が 1 バ ッ チ プ ロ グ ラ ム に 対 応 す る 。 画面から画面への切り 
替 え は 、 ① バ ッ チ が 他 の バ ッ チ を チ ヱ ー ン す る 、 ② バ ッ チ が 子 バ ッ チ を 起 動 （子の終了後 
親 に 戻 る ）、 の い ず れ か で 行 わ れ て い る 。

c ) 連 続 し て デ ー タ を 交 換 す る 場 合 の た め 、 前 シ ス テ ム と 同 様 に C 言 語 レ ベ ル で 画 面 作  
成 • 夕 ッ チ 処 理 の 記 述 が 出 来 る 閨 数 群 を 用 意 し た 2し
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図 1 前 シ ス テ ム （左 ） • 新 シ ス テ ム （右 ）の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成
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図 2 領 域 定 義 フ ァ イ ル と デ ー タ フ ァ イ ル の 例



3 . 新 シ ス テ ム の 評 価
3 . 1 新 シ ス テ ム の ハ ー ド ウ ェ ア
a ) ホ ス ト 計 算 機 と の 接 続 が R S 2 3 2 C か ら E t h e r  n e t と変わり、 データ交換 

速 度 は 上 が っ た （4 .  8 k — > 1 0 M b p s ) し、 T C P / I P ブロ卜コルの採用により
通 信 回 線 に 対 す る 信 頼 度 も 上 が っ た 。 しかし、 新 シ ス テ ム で は 画 面 が 変 わ る 毎 に ワ ー ク ス  
テ 一 シ ョ ン 側 の プ ロ グ ラ ム （画 面 毎 に 異 な る ） を リ モ ー ト 起 動 す る た め 、 毎 回 ネ ッ ト ワ 一  
ク 接 繞 を o p e n す る 時 間 （0.  4 〜 数 秒 ：計 算 機 機 種 と 負 荷 状 態 に 依 存 ）が か か る 。 従
って、 （特 に 1 回 目 の デ ー タ 交 換 の ） レ ス ポ ン ス は 、 か え っ て 前 シ ス テ ム よ り 遅 く な っ た 。 
デ 一 夕 を 連 続 的 に 交 換 す る 様 な ブ ロ グ ラ ム （前 シ ス テ ム で は 無 か っ た ） では、 速度は向上  
し て い る と み ら れ る 3)。

b ) 前 シ ス テ ム で は 、 パ ソ コ ン か ら の 要 求 を 処 理 す る プ ロ グ ラ ム が ホ ス 卜 計 算 機 の メ モ  
リに常駐した。 そ の 大 半 は 出 番 を 待 つ だ け で 滅 多 に 使 用 さ れ な い ル ー チ ン で あ っ た 。 新シ 
ス テ ム で は 必 要 な と き に 必 要 な 部 分 だ け が リ モ ー 卜 起 動 さ れ る 。 こ の た め ホ ス ト 計 算 機 の  
メ モ リ 利 用 効 率 を 著 し く 向 上 さ せ て い る 。

c  ) N F  S に よ り 複 数 の パ ソ コ ン の プ ロ グ ラ ム 更 新 が 一 度 で 済 み 、 保 守作業が楽になっ  
た。 また、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 側 の プ ロ グ ラ ム を リ モ ー ト 起 動 す る こ と で 、 複数のバソコ 
ン 間 で 同 じ リ ア ル タ イ ム 情 報 を 自 然 に 共 有 で き る 。

d )  T C P / I P を 採 用 す る こ と で 、 現 在 進 行 中 の L i n  a  c 制 御 系 全 体 の 置 き 換 え 4》 
に 対 し て も 新 シ ス テ ム が 変 更 な く 継 続 し て 使 用 で き る と 期 待 さ れ る 。

3 • 2 新 シ ス テ ム の ソ フ ト ウ ェ ア
a ) 新 シ ス テ ム の t  o o 1 を 利 用 す る と 、 画 面 の 作 成 • 変 更 に コ ン パ イ ル • リンク作業 

が 不 用 に な り 、 前 シ ス テ ム に 比 べ 著 し く 楽 に な っ た 。
b ) 画 面 は M S D O  S の バ ッ チ で 記 述 さ れ る が 、 言 語 と し て は 不 十 分 な 機 能 し か 持 た ず  

複 雑 な 処 理 に 向 か な い 。 た と え ば 「― t  z s  e 1 J の e x  i t コ ー ド を 判 断 し て 条 件 分 岐  
す る に は 「e r r o r l e v e l j を 利 用 す る し か な く 、 分 岐 が 多 い と 煩 雑 に な っ て 分 か  
りにくい。 また、 バ ッ チ 各 行 の 実 行 時 間 は 、 コ マ ン ド ラ イ ン 入 力 に 比 べ 遅 い 。

4 . 今後の予定
今 後 、 前 タ ッ チ パ ネ ル を 順 次 新 シ ス テ ム に 交 換 し て い く 予 定 で あ る 。
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